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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成31年3月14日(2019.3.14)

【公開番号】特開2019-17246(P2019-17246A)
【公開日】平成31年1月31日(2019.1.31)
【年通号数】公開・登録公報2019-004
【出願番号】特願2018-166667(P2018-166667)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｍ   7/48     (2007.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｍ    7/48     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成31年1月18日(2019.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　半導体素子（１１）を内蔵する半導体モジュール（１０）と、
　該半導体モジュールを冷却する冷却体（１５）と、
　平滑コンデンサ素子（４４）とフィルタコンデンサ素子（４１）とを含むコンデンサ部
（４０）と、
　上記平滑コンデンサ素子及び上記フィルタコンデンサ素子と直流電源（２）とを電気的
に接続するとともに、一部が樹脂封止された入力バスバモジュール（５）とを有し、
　上記平滑コンデンサ素子と上記フィルタコンデンサ素子との並び方向は、上記コンデン
サ部と上記半導体モジュールとの並び方向に直交しており、
　上記入力バスバモジュールは、上記半導体モジュールの配置領域に隣接する領域のなか
で、上記コンデンサ部と上記半導体モジュールとの並び方向に直交する方向において上記
平滑コンデンサ素子から遠い側の領域に配置されており、
　上記入力バスバモジュールと上記半導体モジュールとの間には、上記冷却体に熱的に接
触する金属製の壁部（８２ｃ）が配置されている電力変換装置（１）。
【請求項２】
　上記直流電源と上記コンデンサ部との間の電圧を検出する検出回路を備えた制御回路基
板（２０）と、
　上記入力バスバモジュールに電気的に接続されるとともに、上記制御回路基板に接続さ
れた検出端子と、を備え、
　上記制御回路基板と上記検出端子との接続部（７２）は、上記制御回路基板と上記半導
体モジュールとの並び方向における上記半導体モジュールの投影領域外に位置している、
請求項１に記載の電力変換装置。
【請求項３】
　上記半導体モジュール及び上記冷却体は、上記コンデンサ部と上記制御回路基板との間
に配置されている、請求項２に記載の電力変換装置。
【請求項４】
　上記入力バスバモジュールは、上記半導体モジュールの配置領域に隣接する領域に配置
されている部分が樹脂封止されている、請求項１～３のいずれか一項に記載の電力変換装
置。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の一態様は、半導体素子を内蔵する半導体モジュールと、
　該半導体モジュールを冷却する冷却体と、
　平滑コンデンサ素子とフィルタコンデンサ素子とを含むコンデンサ部と、
　上記平滑コンデンサ素子及び上記フィルタコンデンサ素子と直流電源とを電気的に接続
するとともに、一部が樹脂封止された入力バスバモジュールとを有し、
　上記平滑コンデンサ素子と上記フィルタコンデンサ素子との並び方向は、上記コンデン
サ部と上記半導体モジュールとの並び方向に直交しており、
　上記入力バスバモジュールは、上記半導体モジュールの配置領域に隣接する領域のなか
で、上記コンデンサ部と上記半導体モジュールとの並び方向に直交する方向において上記
平滑コンデンサ素子から遠い側の領域に配置されており、
　上記入力バスバモジュールと上記半導体モジュールとの間には、上記冷却体に熱的に接
触する金属製の壁部が配置されている電力変換装置にある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　主Ｐバスバ３０ｐは、図１に示すように、複数の半導体モジュール１０の各正極端子１
１ｐ（図５参照）に接続されているとともに、主Ｐバスバ接続部３１ｐにおいて検出用バ
スバ７０に接続されている。そして、主Ｐバスバ３０ｐは、主Ｎバスバ３０ｎと同様に、
コンデンサモールド樹脂４６の外に配されている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　正極バスバ４５ｐは、図１に示すように、平滑コンデンサ４４の正極端子４４ｐに接続
されているとともに、正極バスバ接続部４６ｐを備える。そして、正極バスバ接続部４６
ｐは、主Ｐバスバ接続部３１ｐとともに、検出用バスバ７０に接続されている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】
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